●省エネの取組み、どれが大切？
　１　省エネを進めるため、９枚のカードの中で、家庭で取り組む必要があると思う順に

並べてください。①のところに一番大切だと思うものを、⑤には最も大切ではない

と思うものを並べてください。
　　　並べ終わったら、そのような並べ方にした理由を書いてください。






▼学習の進め方

	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	１　ダイヤモンドランキングを作る
	◆「省エネ」の意味をおさえ、作業をさせる。
　・色々な角度から考えさせる。
　・家庭で取り組んでみようとする過程を大切にする。
　・並べ終わったら、順位づけした理由を書かせる。

	２　グループに順位づけの理由を説明する
	◆グループ分けをし、ランキングを説明させる。
　

	３　グループでダイヤモンドランキングを作る
	◆話し合いを通じて、一つのランキング表を作る。
　・模造紙にダイヤモンドランキングを作る。
　・まとまらない場合は無理をさせない。

	４　グループごとに発表する
	◆グループの順位表について説明させる。まとまらなかったグループはその理由を説明させる。
　・順位表を一斉に貼る。互いの発表を認め合う。

	５　ふりかえりをする
	◆学習や発表を聴いて感想を考えさせる。
　・数人感想を発表させる。


▼基本的事項

	ねらい
	家庭で取り組む省エネを考える

	対象
	小学校高学年以上

	所要時間
	４５分

	学習形態
	個人⇒グループ

	手法
	ダイヤモンドランキング

	準備するもの
	課題シート、はさみ(カード切取用)、のり、模造紙
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このようにならべた理由





使っていない部屋のあかりを消す





エアコンの温度を　ひかえめにする





朝顔などの植物を育てて、夏の日射しをさえぎる





でかけるときは歩いたり自転車やバスなどを使う





おふろは時間を　　あけずに入る





テレビを見ないときにはスイッチを切る





洗濯にはおふろの　　残り湯を使う





歯みがきのときは水を流しっぱなしにしない





冷蔵庫の開け閉めはすばやくする





日本の発電電力の構成


現在、国内の原子力発電所は１７ヶ所、原子炉は５０基あります。（2014年3月現在）


２０１１年３月の東日本大震災以来ほとんどの原発が稼働を停止しています。資源エネルギー庁によると、日本の総発電量に占める原子力の比率は、震災前の2010年12月に32％だったのが、2012年12月は2％まで減少。代わりに石油等とLNG（液化天然ガス）の火力発電が、それぞれ4％から19％、33％から47％に増加しています。ほぼ割合の変わらない石炭（24％）を含めると、火力発電全体の比率は6割から9割まで上昇しました。水力発電は6～7％です。�　火力発電は燃料費がかさみます。2010年と2012年の燃料費を比較すると、約3.6兆円から約6.8兆円に増加。電気料金の値上げにつながっています。








